
第
３
回
臨
時
会

第
４
回
定
例
会

三原市本町２丁目
三原市議会議員 ３期目　52歳
主な経歴
・議会広報特別委員会委員長
・総務財務委員会委員長
・補正予算特別委員会委員長
・予算特別委員会委員長
・議会運営委員会委員長

副議長

正
しょう

田
だ

　洋
よう

一
いち

副
議
長
の
紹
介

副
議
長
の
紹
介

　
第
３
回
臨
時
会
（
５
月
14
日
）
は
、
専
決
処
分
の
承
認
６
件
、
ま
た
、
１
件
の
専

決
処
分
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
副
議
長
の
辞
職
に
伴
う
副
議
長
選
挙
を
行
い
、
副
議
長
に
正
田
洋
一
議

員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。続
い
て
、議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
選
任
を
行
い
ま
し
た
。

　
６
月
定
例
会
は
、
６
月
４
日
か
ら
18
日
ま
で
の
15
日
間
で
開
催
し
、
一
般
会
計
補

正
予
算
他
18
議
案
を
審
議
し
議
決
し
ま
し
た
。
最
終
日
に
は
、
特
別
委
員
会
の
報
告

の
他
、
３
件
の
発
議
が
あ
り
、
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
57　
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

【
主
な
内
容
】

◎�

市
立
保
育
所
、
こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
へ

の
保
育
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム
等
の
整

備
・
道
路
維
持
管
理
デ
ジ
タ
ル
活
用

事
業
…
１
億
１
２
７
０
万
円
を
追
加

◎�

市
内
の
消
費
喚
起
を
図
り
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
や
物
価
高
騰
の
影
響
を
受

け
た
市
内
事
業
者
の
経
営
支
援
…
２

億
円
を
追
加

◎�

予
防
接
種
法
施
行
令
の
改
正
に
伴

い
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
の
定
期
接
種
…
２
億
６
３
０
０
万

円
を
追
加

【
主
な
質
疑
】

問
道
路
維
持
管
理
デ
ジ
タ
ル
活
用
事

業
で
走
行
中
の
映
像
を
収
集
で
き
る
デ

ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
等
道
路
附
属
物
の
老
朽
化
等
に
よ

る
修
繕
を
適
宜
実
施
し
て
い
る
の
か
。

答
令
和
４
年
度
か
ら
着
手
し
、
28
基

の
附
属
物
に
修
繕
が
必
要
と
判
明
し
、

今
年
度
修
繕
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　

ま
た
、
住
民
か
ら
通
報
が
あ
っ
た
時

は
、
随
時
修
繕
を
実
施
し
て
い
る
。

問
地
方
就
学
学
生
支
援
事
業
に
つ
い

て
、
人
口
減
少
対
策
と
し
て
若
者
獲
得

施
策
は
重
要
で
あ
り
、
こ
の
事
業
の
支

給
要
件
を
市
独
自
で
拡
大
す
る
な
ど
、

注
目
を
集
め
る
事
業
に
で
き
な
い
か
。

答
国
の
補
助
事
業
と
し
て
、
支
給
要

件
等
は
国
が
示
し
た
内
容
に
沿
っ
て
い

る
。
事
業
効
果
を
し
っ
か
り
検
証
し
、

今
後
の
事
業
展
開
に
活
か
し
て
い
く
。

議
58　
国
民
健
康
保
険
（
事
業
勘
定
）

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

【
主
な
内
容
】

◎�

現
行
の
被
保
険
者
証
の
廃
止
に
伴
う

シ
ス
テ
ム
改
修
や
「
加
入
者
情
報
の

お
知
ら
せ
」
の
送
付
経
費
…
４
９
０

万
円
を
追
加

議
59　
国
民
健
康
保
険
（
直
営
診
療
施

設
勘
定
）
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

【
主
な
内
容
】

◎�

大
和
診
療
所
の
医
師
の
職
員
手
当
、

出
張
旅
費
…
１
２
５
万
円
を
追
加

議 会 運 営 委 員 会

委 員 長 児　玉　敬　三

副委員長 宮　垣　秀　正

委 員 中　迫　勇　三

委 員 住　田　　　誠

委 員 杉　谷　辰　次

委 員 伊　藤　勝　也

委 員 政　平　智　春

委 員 分　野　達　見

■�議会運営委員会は、議会を円
滑に進行させる役割を担う委
員会です。

補
正
予
算
特
別
委
員
会
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議
60　
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

【
主
な
内
容
】

◎�

介
護
保
険
法
改
正
に
伴
う
、
介
護
保

険
シ
ス
テ
ム
改
修
費
…
百
万
円
を
追

加
【
採
決
】
議
第
57
号
他
３
件
に
つ
い

て
、
採
決
の
結
果
、
全
員
一
致
で
原
案

ど
お
り
可
決
し
た
。

議
61　
三
原
市
長
期
総
合
計
画
基
本
構

想
の
策
定
に
つ
い
て

【
主
な
内
容
】

　

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
最
高
理
念

で
、
市
の
将
来
像
と
基
本
目
標
を
示
す

も
の
で
あ
り
、
現
行
の
計
画
期
間
が
、

令
和
６
年
度
ま
で
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

７
年
度
を
初
年
度
と
す
る
新
た
な
基
本

構
想
を
策
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
三

原
市
長
期
総
合
計
画
策
定
条
例
第
４
条

第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
議
決

を
求
め
る
。

【
主
な
質
疑
】

問
策
定
に
当
た
っ
て
実
施
し
た
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
対
し
、
意
見
を
寄

せ
た
人
数
と
内
容
に
つ
い
て
、
ま
た
寄

せ
ら
れ
た
意
見
の
基
本
構
想
へ
の
反
映

状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答
16
人
か
ら
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
そ

の
う
ち
、
基
本
構
想
に
関
す
る
意
見
が

１
件
、
今
後
の
基
本
計
画
に
関
す
る
詳

細
な
意
見
が
15
件
あ
っ
た
。
こ
の
う

ち
、
基
本
構
想
に
関
す
る
意
見
と
し
て

あ
っ
た
「
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
サ
ブ

タ
イ
ト
ル
を
付
け
て
は
ど
う
か
」
と
い

う
も
の
を
反
映
さ
せ
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル

を
設
け
た
。

問
従
来
の
長
期
総
合
計
画
は
10
年
間

を
計
画
期
間
と
し
て
い
た
の
に
対
し
、

今
回
は
な
ぜ
26
年
間
と
い
う
長
期
に
わ

た
る
計
画
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
従
来
の
10
年
間
の
計
画
に
お
い
て

は
、
そ
の
時
点
で
抱
え
て
い
る
課
題
の

解
決
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
た
め
、

計
画
事
業
の
実
施
が
目
指
す
べ
き
市
の

将
来
像
に
近
づ
い
て
い
る
の
か
と
い
う

視
点
に
欠
け
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
今

回
は
、
さ
ら
に
先
の
将
来
を
見
据
え
、

子
ど
も
が
生
ま
れ
て
か
ら
次
の
世
代
に

移
る
ま
で
の
約
30
年
と
い
う
期
間
を
目

安
に
、
西
暦
年
で
区
切
り
の
良
い
２
０

５
０
年
を
目
標
と
し
た
26
年
間
を
計
画

期
間
と
し
た
。

【
討
論
】
行
政
が
基
本
構
想
と
し
て
責

任
を
持
っ
て
示
す
こ
と
が
出
来
る
の

は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
10
年
な
い
し

15
年
を
期
間
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ

の
基
本
構
想
は
、
目
指
す
べ
き
将
来
像

を
描
く
も
の
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
こ
れ

ま
で
の
や
り
方
と
は
大
き
く
違
う
今
回

の
基
本
構
想
に
は
反
対
す
る
と
の
意
見

表
明
が
あ
っ
た
。

【
採
決
】
起
立
採
決
の
結
果
、
賛
成
多

数
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

長
期
総
合
計
画
基
本
構
想

審
査
特
別
委
員
会

議長会表彰
永年にわたり地方自治の発展と振興に貢献した功績により、

次の方々が表彰を受けました。

全 国 市 議 会 議 長 会

特別表彰 （議員歴25年以上） 中重 伸夫 議員

一般表彰 （議員歴15年以上） 新元 　昭 議員　  政平 智春 議員

本会議ではＡＩによる文字起こしを行っています
　本市議会では、聞こえない人、聞こえにくい人で
も、議場内で傍聴し易い環境を整えるため、手話通
訳者の配置（要申込）を行っていますが、今年度か
ら、市で取り組むデジタル化の一環で、本会議にお
いて、ＡＩによる文字起こしを導入しました。
　発言者の発言に併せて自動的に文字起こしされ

「見える化」することで、誰でも理解しやすくできる
よう取り組んでいます。

ＡＩによる文字起こしの様子（写真は試行時のものです）
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